
稲穂に込めた思い�
　９月後半、本町では稲刈りが始まりました。
　掛け干しで米を作る立山安正さん（浦底）は「手間はか
かるが、美味しいと言ってくれる人がいるので、掛け干し
を続けていきたい」と額の汗をぬぐいました。



一般会計予算の総額
122 億 8156 万４千円

　

９
月
11
日
か
ら
21
日
ま
で
、
平
成

30
年
第
３
回
長
島
町
議
会
定
例
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
定
例
会
で
は
、
長
島
町
農

山
漁
村
体
験
施
設
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
、
平
成
30
年
度
長
島

町
一
般
会
計
補
正
予
算
、
社
会
資
本

整
備
総
合
交
付
金
事
業
長
島
港
（
伊

唐
地
区
）
工
事
請
負
契
約
な
ど
計
16

議
案
を
可
決
。
平
成
29
年
度
決
算
に

基
づ
く
健
全
化
判
断
比
率
お
よ
び
資

金
不
足
比
率
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
、

平
成
29
年
度
長
島
町
決
算
の
認
定
に

つ
い
て
は
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
固
定
資
産
評
価
員
に

岩
切
豊
氏
（
母
良
木
）
を
選
任
す
る

こ
と
に
同
意
さ
れ
、
小
中
学
校
の
教

室
に
エ
ア
コ
ン
設
置
を
求
め
る
陳
情

１
件
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算

　

平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

は
、
２
億
８
９
０
６
万
４
千
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
を
そ
れ
ぞ

れ
１
２
２
億
８
１
５
６
万
４
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
回
補
正
さ
れ
た
歳
出
の
主
な
も

の
は
、
７
月
の
豪
雨
災
害
復
旧
費
が

４
８
３
３
万
円
、
空
き
家
活
用
事
業

補
助
金
２
４
６
５
万
円
、
全
国
消

防
操
法
大
会
出
場
に
係
る
経
費
が

６
５
０
万
１
千
円
な
ど
で
す
。

　

今
回
追
加
さ
れ
た
予
算
の
主
な
も

の
を
紹
介
し
ま
す
。

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化

に
関
す
る
法
律
（
財
政
健
全
化
法
）

で
は
、
毎
年
度
、
前
年
度
の
決
算
を

議
会
に
提
出
し
た
後
、
健
全
化
判
断

比
率
（
実
質
赤
字
比
率
、
連
結
実
質

赤
字
比
率
、
実
質
公
債
費
比
率
、
将

来
負
担
比
率
）
と
、
公
営
企
業
会
計

の
資
金
不
足
比
率
を
公
表
す
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
成

29
年
度
決
算
に
基
づ
く
長
島
町
の
状

況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１　

健
全
化
判
断
比
率	

　

①
実
質
赤
字
比
率

　

各
年
度
の
経
営
状
況
を
示
す
指
標

で
、
一
般
会
計
な
ど
の
実
質
的
な
赤

字
額
が
、
標
準
的
な
状
態
で
収
入
が

見
込
ま
れ
る
自
治
体
の
一
般
財
源
の

規
模
（
標
準
財
政
規
模
）
に
占
め
る

比
率
を
表
し
ま
す
。
本
町
の
一
般
会

計
な
ど
は
黒
字
の
た
め
、
実
質
赤
字

比
率
は
算
定
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

　

実
質
赤
字
比
率
が
一
般
会
計
な
ど

の
実
質
的
な
赤
字
額
で
あ
る
の
に
対

し
、
こ
ち
ら
は
自
治
体
の
す
べ
て
の

会
計
を
通
し
て
の
赤
字
額
が
、
標
準

財
政
規
模
に
占
め
る
比
率
を
表
し
て

い
ま
す
。
本
町
の
会
計
は
黒
字
の
た

め
、
連
結
実
質
赤
字
比
率
は
算
定
さ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

③
実
質
公
債
費
比
率

　

自
治
体
の
公
債
費
に
よ
る
財
政
負

担
の
度
合
い
を
判
断
す
る
指
標
で
、

３
カ
年
の
平
均
で
示
さ
れ
ま
す
。
公

債
費
と
は
、
自
治
体
が
発
行
し
た
町

債
の
元
本
の
返
済
や
利
息
の
支
払
い

な
ど
に
要
す
る
経
費
で
す
。
本
町
の

実
質
公
債
費
比
率
は
７
・
８
％
と
な

り
、
早
期
健
全
化
基
準
25
％
を
大
き

く
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　

④
将
来
負
担
比
率

　

自
治
体
が
将
来
に
支
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
財
政
負
担
が
、
標

準
財
政
規
模
の
何
倍
に
あ
た
る
か

を
示
す
指
標
で
す
。
本
町
の
将
来
負

担
比
率
は
０
・
６
％
と
な
り
、
早
期

健
全
化
基
準
（
３
５
０
・
０
％
）
を

大
き
く
下
回
っ
て
い
ま
す
。

２　

資
金
不
足
比
率

　

簡
易
水
道
や
下
水
道
事
業
な
ど
の

公
営
企
業
ご
と
の
各
年
度
の
経
営
状

況
を
示
す
指
標
で
、
各
公
営
企
業
の

資
金
の
不
足
額
が
各
企
業
の
事
業
の

規
模
（
料
金
収
入
の
規
模
）
に
占
め

る
比
率
を
表
し
ま
す
。
本
町
の
公
営

企
業
に
資
金
不
足
が
生
じ
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
資
金
不
足
比
率
は
算
定

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

（※）「実質赤字比率」および「連結実質赤字比率」で指標（％）の表記がない（「－」
で表記している）のは、実質赤字額および連結実質赤字額がないことを表しています。

○長島町の平成 29年度決算に基づく各指標
★健全化判断比率

★資金不足比率

（単位：％）

（単位：％）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
企
画
財
政
課
財
政
係

　

☎
（
86
）
１
１
３
４
［
直
通
］

○
各
指
標
の
基
準

　

各
指
標
の
基
準
を
サ
ッ
カ
ー
に

例
え
る
と
、
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
に

相
当
す
る
の
が
「
早
期
健
全
化
基

準
」お
よ
び「
経
営
健
全
化
基
準
」。

レ
ッ
ド
カ
ー
ド
に
相
当
す
る
の
が

「
財
政
再
生
基
準
」
で
す
。
４
つ

の
健
全
化
判
断
比
率
の
う
ち
、
い

ず
れ
か
１
つ
で
も
「
早
期
健
全
化

基
準
」
以
上
と
な
る
と
「
早
期
健

全
化
団
体
」
と
な
り
、「
財
政
健

全
化
計
画
」
を
策
定
し
、
自
主
的

な
改
善
努
力
に
よ
る
財
政
の
早
期

健
全
化
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
同
様
に
「
財
政
再
生

基
準
」
以
上
と
な
る
と
「
財
政
再

生
団
体
」
と
な
り
、「
財
政
再
生

計
画
」
を
策
定
し
、
国
、
県
の
強

力
な
関
与
の
下
で
確
実
な
財
政
の

再
生
を
実
行
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

ま
た
、
資
金
不
足
比
率
が
「
経

営
健
全
化
基
準
」
以
上
に
な
る
と

「
経
営
健
全
化
団
体
」と
な
り
、「
経

営
健
全
化
計
画
」
を
策
定
し
、
公

営
企
業
の
経
営
健
全
化
に
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

平
成
29
年
度
財
政
指
標
を
公
表

平成 29年度指標 平成28年度(参考) 早期健全化基準 財政再生基準

①実質赤字比率 － ( ※ ) － ( ※ ) 14.61 20.0

②連結実質赤字比率 － ( ※ ) － ( ※ ) 19.61 30.0

③実質公債費比率 		7.8 		8.1 25.0 35.0

④将来負担比率 		0.6 － 350.0

平成 29年度指標 平成28年度 (参考 ) 経営健全化基準

簡易水道特別会計

資金不足額

無し

資金不足額

無し
20.00

諸浦港埠頭特別会計

農業集落排水特別会計

漁業集落環境整備特別会計

特定地域生活排水処理特別会計

太陽光発電特別会計

総務課
全国消防操法大会出場に係る経費 6,501

企画財政課
水俣獅子島航路補助金 4,763
フェリー住民割引補助金 2,414

地方創生課
長岡技術科学大学連携推進費 2,000
空き家活用事業補助金 24,650

町民保健課
未熟児養育医療費 3,000

福祉事務所
訪問入浴車購入 6,746
放課後児童健全育成事業（鷹巣児童クラブ） 3,388

水産商工課
水産物処理加工施設設備修繕 837
漁場環境保全創造推進事業（汐見地区藻場造成） 1,000
伊唐北漁港突堤式浮桟橋工事 1,090
レジャーランド太陽の里・椿の湯管理費 15,893

景観推進課
町営片側住宅３号棟トイレ改修工事 2,781

水道課
県道長島宮之浦港線配水管布設替工事 12,500
鷹巣農業集落排水施設設備工事等 4,315
汐見漁業集落排水施設設備修繕 800

農林課
長島フェスタ（和牛能力共進会優勝記念事業） 8,600
種イモ自給体制構築プロジェクト委託料 5,800
バレイショ特別支援補助金 23,100
林道獅子島線道路復旧工事 2,000

耕地課
農業用施設等災害復旧工事 28,000
農地災害復旧工事 62,100
７月豪雨被害（農業用施設、農地）の単独災害復旧費 24,060

建設課
県営事業負担金（葛輪瀬戸線・本浦工区） 4,300
県営事業負担金（長島宮之浦港線・平尾工区） 6,000
山中矢堂線の整備 10,800
犬山寺線の整備 24,200
鷹巣宮之浦港線の整備 21,000
藤之元口之福浦線の整備 5,000
浦底杉ノ段線の整備 12,000
県営事業負担金（指江港） 14,126
７月豪雨被害（道路，河川）の単独災害復旧費 24,270

第
３
回
議
会
定
例
会

空
き
家
活
用
事
業
補
助
金
な
ど
に

２
億
８
９
０
６
万
４
千
円
を
追
加

追加された予算の主な事業 単位：千円

↑長島町農山漁村体験施設（火ノ浦）
↑７月の豪雨により被災した
町道平吹山寺線
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10
月
１
日
付
け
で
役
場
に
新
た
に
４
人
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

新
人
職
員
の
意
気
込
み
を
紹
介
し
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

役
場
の
新
人
職
員
を
紹
介

　茨城県出身で長島には縁はなかったのです
が、学生時代に訪れた際、長島の海と風土に
魅了されてしまい、今回働く機会をいただき
ました。１日でも早く皆さまのお役に立てる
よう頑張りますので、よろしくお願いします。

菊
き く ち

地　一
か ず ま

真（29）

総務課

　地元である長島が小さい頃から大好きで、
長島町で働けることを嬉しく思います。ス
ピードある対応で町民の皆さまに喜んでもら
えるよう、精一杯頑張ります。これまで社会
人で経験したことを全て出せるように動き、
語り、スピードある仕事を全力で頑張ります。

竹
たけやま

山　隆
りゅうじ

二（42）

水産商工課

　今まで県外で働いていましたが、ふるさと
長島町で働けることを嬉しく思います。
　町民の皆さまのお役に立てるよう、日々努
力して参りますので、どうぞよろしくお願い
します。

久
く ぼ

保　亮
りょうへい

平（24）

景観推進課

　長島町職員として責任感をもち、今まで学
んできた経験や知識を生かし、一日も早く町
民の皆様のお役に立てるよう精一杯頑張りた
いと思います。
　どうぞよろしくお願いします。

脇
わ き た

田　玲
れ な

奈（33）

福祉事務所

　

10
月
１
日
付
け
で
、
役
場
職
員
の
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
の

で
紹
介
し
ま
す
。（　

）
は
旧
職
、
〇
は
昇
任
で
す
。

〈
課
長
補
佐
級
〉

町
民
保
健
課
長
補
佐
兼
戸
籍
住
民
係
長
兼
年
金
係
長

（
総
務
課
主
幹
兼
庶
務
係
長
）

○
竹
田　

知
美

〈
係
長
級
〉

税
務
課
主
任
（
社
会
教
育
課
主
任
）

　
　

丸
橋　

雄
太

〈
係
員
〉

総
務
課
主
事
（
福
祉
事
務
所
主
事
）

上
窪　

史
歩

総
合
管
理
課
主
事
（
教
育
総
務
課
主
事
）川

畑　
　

結

社
会
教
育
課
主
事
（
総
合
管
理
課
主
事
）水

口　

大
地

診
療
所
主
事
補
（
景
観
推
進
課
主
事
補
）竪

山　

将
隆

教
育
総
務
課
主
事
補
（
診
療
所
主
事
補
）城

戸　

翔
平

総
務
課
主
事
補

菊
地　

一
真

水
産
商
工
課
技
師
補

竹
山　

隆
二

福
祉
事
務
所
保
健
技
師
補

脇
田　

玲
奈

景
観
推
進
課
主
事
補

久
保　

亮
平

〈
再
任
用
〉

地
方
創
生
課
主
事

兒
玉　

修
二

読
書
の
秋
―
―
―
―

災
害
時
に
相
互
応
援

　

長
崎
・
熊
本
・
鹿
児
島
３
県
の
７

市
町
の
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

（
民
児
協
）
が
９
月
８
日
、
熊
本
県

天
草
市
の
ホ
テ
ル
ア
レ
グ
リ
ア
ガ
ー

デ
ン
ズ
天
草
で
、
大
規
模
災
害
時
に

互
い
に
委
員
を
派
遣
し
合
う
「
災
害

時
相
互
応
援
協
定
」を
結
び
ま
し
た
。

　

今
回
協
定
を
結
ん
だ
の
は
、
長
崎

県
か
ら
島
原
市
・
南
島
原
市
、
熊
本

県
か
ら
天
草
市
・
上
天
草
市
・
苓
北

町
・
益
城
町
、
鹿
児
島
県
か
ら
本
町

の
計
７
市
町
の
民
児
協
で
す
。

　

締
結
式
に
は
、
各
民
児
協
の
会
長

や
関
係
者
ら
約
50
人
が
出
席
し
、
本

町
か
ら
は
長
島
町
民
生
委
員
児
童
委

員
協
議
会
の
川
田
幸
則
会
長
が
出
席

し
ま
し
た
。

　

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会

に
よ
る
と
、
民
児
協
で
３
県
を
ま
た

が
る
広
域
の
協
定
締
結
は
全
国
初
と

の
こ
と
で
す
。

　

今
後
、
協
定
を
結
ん
だ
３
県
間
で

大
規
模
災
害
が
発
生
し
被
災
地
の
民

児
協
が
機
能
し
な
く
な
っ
た
場
合
、

被
災
地
以
外
の
民
児
協
が
委
員
を
派

遣
し
、
要
援
護
者
の
安
否
確
認
や
被

災
地
の
ニ
ー
ズ
把
握
、
避
難
者
へ
の

情
報
提
供
な
ど
に
あ
た
り
ま
す
。

　

終
了
後
は
、
益
城
町
民
生
委
員
児

童
委
員
協
議
会
の
稲
田
ハ
ツ
コ
会
長

が
熊
本
地
震
の
体
験
を
踏
ま
え
た
記

念
講
演
を
行
い
、
地
震
後
に
車
中
泊

し
な
が
ら
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅

を
回
っ
た
こ
と
や
、
今
も
仮
設
住
宅

で
暮
ら
し
な
が
ら
活
動
し
て
い
る
委

員
が
い
る
実
情
な
ど
を
紹
介
し
ま
し

た
。

　

川
田
会
長
は「
い
ざ
と
い
う
時
に
、

近
隣
市
町
村
間
で
ス
ム
ー
ズ
な
連
携

対
応
が
実
現
で
き
れ
ば
」
と
期
待
を

込
め
ま
し
た
。

　

町
で
は
子
ど
も
た
ち
の
読
書
活
動

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

鷹
巣
小
学
校
（
大
野
憲
久
校
長
・

１
９
７
人
）
で
は
、
読
書
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
サ
ー
ク
ル
「
お
や
ど
り
読
書
会

（
下
平
忍
代
表
）」
を
招
き
、
全
学
年

を
対
象
に
本
の
読
み
聞
か
せ
を
定
期

的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

９
月
８
日
、
同
会
が
鷹
巣
小
学
校

「
心
の
栄
養
」
を
育
も
う

で
の
読
み
聞
か
せ
を
実
施
し
た
後
、

子
ど
も
へ
の
読
み
聞
か
せ
の
効
果
を

伺
い
ま
し
た
。

　
読
書
の
き
っ
か
け
作
り

　

自
発
的
に
読
書
に
向
か
う
子
ど
も

は
、
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

読
み
聞
か
せ
で
子
ど
も
が
興
味
を

持
っ
た
１
冊
の
本
に
出
会
え
れ
ば
、

関
連
す
る
本
に
も
興
味
を
持
ち
、
子

ど
も
の
知
的
好
奇
心
を
助
長
さ
せ
ま

す
。

　
語ご

い彙
力
の
向
上

　

読
書
で
は
、
日
常
会
話
で
は
使
わ

れ
な
い
語
彙
や
文
法
構
造
も
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

読
み
聞
か
せ
に
よ
り
、
語
彙
を
獲

得
し
、
識
字
能
力
を
高
め
ま
す
。

　
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

親
は
、
子
ど
も
に
読
み
聞
か
せ
る

本
を
決
め
る
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら

子
ど
も
が
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
興
味

を
持
っ
て
い
る
か
把
握
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

読
み
聞
か
せ
る
際
に
は
、
親
は
ど

の
よ
う
に
音
読
す
れ
ば
、
子
ど
も
が

興
味
を
持
っ
て
聞
い
て
く
れ
る
か
考

え
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

　

読
み
聞
か
せ
を
通
じ
て
、
子
ど
も

は
親
の
知
ら
な
い
一
面
を
現
す
こ
と

も
あ
り
、
親
に
と
っ
て
も
知
る
機
会

と
な
り
ま
す
。

↑おやどり読書会の読み聞かせの様子（鷹巣小学校）

民
児
協
が
県
境
を
越
え
締
結

↑協定書に調印し握手を交わす各民児協会長

人事異動 平成 30 年 10 月
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山
門
野
老
人
ク
ラ
ブ
が
活
動
賞
受
賞

最
高
齢
は
森
山
さ
ん
（

104
）

　

９
月
は
「
敬
老
の
日
」
に
ち
な
み
、

町
内
各
地
で
お
年
寄
り
を
敬
い
、
長

寿
を
お
祝
い
す
る
催
し
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

７
日
に
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
桃
源
郷
で
敬
老
会
が
開
催
さ
れ
、

川
添
健
町
長
が
訪
問
し
ま
し
た
。

　

川
添
町
長
が
「
こ
れ
か
ら
も
お
元

気
で
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
」
と
一

人
ひ
と
り
に
声
を
か
け
、
入
所
者
と

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

　

山
門
野
老
人
ク
ラ
ブ
（
三
反
田
水

穂
会
長
）
が
９
月
７
日
、
全
国
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
か
ら
活
動
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

山
門
野
集
落
は
高
齢
化
率
が
41
・

０
％
と
町
内
で
も
高
く
、
過
疎
化
・

高
齢
化
に
よ
り
自
治
会
活
動
の
衰
退

化
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

同
ク
ラ
ブ
は
「
の
ば
そ
う
健
康
寿

命
、
担
お
う
地
域
づ
く
り
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
活
動
が
評
価
さ
れ
、
今
回

の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

同
ク
ラ
ブ
で
は
、
集
落
の
県
道
沿

い
の
花
壇
を
「
花
の
会
」
と
称
し
、

草
花
の
植
栽
管
理
や
集
落
環
境
美
化

活
動
の
ほ
か
、
女
性
役
員
に
よ
る
会

員
宅
の
定
期
的
な
訪
問
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

ク
ラ
ブ
の
活
動
資
金
を
調
達
す
る

た
め
、
物
品
販
売
の
売
上
の
一
部
を

手
数
料
と
し
、
特
産
品
の
タ
ケ
ノ
コ

の
生
産
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

18
日
、
三
反
田
会
長
が
受
賞
報
告

の
た
め
、
来
庁
し
「
高
齢
化
の
時
代

だ
か
ら
こ
そ
、
高
齢
者
が
地
域
づ
く

り
を
頑
張
ら
な
い
と
い
け
な
い
。
今

後
も
地
域
で
信
頼
さ
れ
る
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
く
」
と
抱
負
を
述
べ
ま

し
た
。

交
流
し
ま
し
た
。

　

18
日
は
、
本
町
最
高
齢
の
森
山
勝

一
さ
ん
（
広
野
）
が
入
所
し
て
い
る

介
護
老
人
保
健
施
設
グ
リ
ー
ン
フ
ォ

レ
ス
ト
み
か
さ
（
阿
久
根
市
）
を
川

添
町
長
が
訪
問
し
ま
し
た
。

　

森
山
さ
ん
は
現
在
１
０
４
歳
。
子

ど
も
の
頃
か
ら
体
力
に
自
信
が
あ

り
、
病
気
に
な
っ
た
こ
と
は
ほ
と
ん

ど
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

長
生
き
の
秘
訣
は
「
毎
日
の
ご
飯

を
味
わ
っ
て
食
べ
る
こ
と
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

長
島
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

　

本
町
の
介
護
保
険
申
請
の
原
因
疾

患
で
最
も
多
い
の
が
、「
骨
折
・
転
倒
」

で
す
。

　

町
で
は
、
高
齢
者
の
か
た
の
転
ば

な
い
体
づ
く
り
の
た
め
の
体
操
「
長

島
元
気
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
！
体
操
」
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
体
操
は
ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ナ

ー
の
ア
ド
バ
イ
ス
の
も
と
作
成
さ

れ
、
つ
ま
づ
き
を
防
止
す
る
た
め
の

下
肢
筋
力
の
向
上
を
中
心
と
し
た
全

身
を
使
う
体
操
で
す
。

　

椅
子
に
座
り
な
が
ら
気
軽
に
取
り

組
め
る
体
操
な
の
で
、
ぜ
ひ
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。

　

町
で
は
、
体
操
を
き
っ
か
け
と
し

た
集
い
の
場
づ
く
り
を
支
援
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
体
操
を
継
続
的
に
取
り
組
む

自
主
グ
ル
ー
プ
が
複
数
立
ち
あ
が
っ

て
い
ま
す
。

　

毎
週
み
ん
な
と
顔
を
合
わ
せ
る
こ

と
で
、
心
身
の
健
康
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。
身
近
に
通
え
る
場
所
で
、
元

気
な
心
・
身
体
づ
く
り
を
は
じ
め
て

み
ま
せ
ん
か
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
や
サ
ロ
ン
、
高
齢
者

大
学
な
ど
で
体
操
指
導
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

長
島
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
86
）
１
１
５
３
［
直
通
］　

自
分
の
足
で
歩
い
て
い
こ
う

↑川添町長が敬老祝い（桃源郷）

↑森山さん（写真中央）を祝福する家族と川添町長

高
齢
者
が
担
う
地
域
づ
く
り

↑川添町長に受賞報告した三反田会長（写真左）

↑クラブ活動一環の野菜栽培

↑体操がきっかけとなる集いの場 ↑長島元気 GOGO! 体操は椅子
に座った状態で取り組めます

長島町の高齢者の人口割合 （2018 年９月 30 日現在）

●町人口に占める高齢者の割合●年代別高齢者の割合

町の総人口

10,526 人

65 歳以上

64 歳以下
3,691 人

35.1%

64.9%
6,835 人

65 歳以上人口

3,691 人

65 歳～ 69 歳

70 歳～ 74 歳

75 歳～ 79 歳

80 歳～ 84 歳

85 歳～ 89 歳

100 歳以上

924 人
25.0%

18.2%

16.5%

18.1%

13.4%

8.6%

0.2%

673 人

608 人

667 人

494 人

317 人

８人90 歳～ 99 歳

高齢化社会について考えてみよう
　本町の 65歳以上の人口は 3,691 人で総人口の
35.1% を占め、昨年より 25人増えています。こ
の数字は国の高齢化率をはるかに上回ります。
　高齢者の単独世帯や夫婦のみ世帯も増えてい

て、病気など日常生活に不安を抱えています。
　地域社会全体で高齢化社会を支えていく必要が
あります。
　

　高齢者のかたやその家族の介護・福祉に関する
悩みなど気軽にご相談ください。
◎問い合わせ先
　役場福祉事務所老人福祉係
　☎（86）1146［直通］
　長島町地域包括支援センター
　☎（86）1153［直通］

町の取り組み
　町では、高齢者のかたを対象とした福祉・医療
事業を実施しています。
○主な事業
・訪問給食サービス事業
・ふれあい・いきいきサロン事業
・緊急通報体制等整備事業
　　　　　　　　　　　　　　など
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わが町の地方創生

　

９
月
17
日
、
蔵
之
元
の
居
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
「
達
者
の
家
」
で
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
甲
斐
友
也
さ
ん

が
「
ゆ
ー
や
食
堂
」
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
や
親
子
で
参

加
し
て
く
れ
た
か
た
な
ど
35
人
ほ
ど

が
集
ま
り
、
一
緒
に
秋
刀
魚
の
塩
焼

き
、だ
ご
汁
な
ど
を
調
理
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
料
理
に
取
り
組
む
中

で
、
笑
顔
が
溢あ

ふ

れ
、
世
代
を
越
え
て

の
交
流
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

「
ブ
リ
う
ま
食
堂
」
が
都
市
の
災
害
支
援

　

株
式
会
社
Ｊ
Ｆ
Ａ
が
運
営
す
る

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
「
長
島
大
陸
ブ
リ
う

ま
食
堂
」
が
都
市
部
で
食
を
通
じ
た

Ｐ
Ｒ
を
行
い
な
が
ら
、
災
害
発
生
時

に
炊
き
出
し
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
連
携

シ
ス
テ
ム
や
人
材
づ
く
り
の
実
践
研

究
を
始
め
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
鹿
児
島
相
互

信
用
金
庫
（
鹿
児
島
市
、
稲
葉
直
寿

理
事
長
）、辻
調
理
師
専
門
学
校
（
大

阪
府
大
阪
市
、
辻
芳
樹
校
長
）、
慶

應
義
塾
大
学
Ｓ
Ｆ
Ｃ
研
究
所
（
神
奈

川
県
藤
沢
市
、
玉
村
雅
敏
代
表
）、

株
式
会
社
ｍ
ｅ
ｌ
ｌ
ｏ
ｗ
（
東
京
都

渋
谷
区
、
柏
谷
奏
行
代
表
取
締
役
）

の
４
者
に
よ
る
「
地
域
お
こ
し
×
災

害
支
援
フ
ー
ド
ト
ラ
ッ
ク
（
キ
ッ
チ

ン
カ
ー
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環

で
８
月
31
日
に
大
阪
市
の
辻
調
理
師

専
門
学
校
で
研
究
開
発
協
定
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

長
島
大
陸
ブ
リ
う
ま
食
堂
は

２
０
１
６
年
か
ら
運
営
さ
れ
、
首
都

圏
や
県
内
を
中
心
に
ブ
リ
を
使
っ
た

弁
当
な
ど
を
販
売
し
て
本
町
の
知
名

度
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　

実
践
研
究
で
は
、
構
成
機
関
の
知

見
を
活
用
し
、
平
時
に
は
「
都
市
部

で
の
食
環
境
の
充
実
」
や
「（
移
動

型
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
）
生

半
年
間
の
活
動
経
過
を
報
告

　

９
月
７
日
、
指
江
庁
舎
大
ホ
ー
ル
で
「
第

５
回
長
島
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告

会
」
が
開
催
さ
れ
、
８
人
の
地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
ら
が
こ
れ
ま
で
の
活
動
報
告
を
行
い

ま
し
た
。

　

太
田
良
冠
さ
ん
は
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
営
業

経
験
を
生
か
し
て
、
生
産
者
と
料
理
人
の
交

流
事
業
を
説
明
し
「
長
島
の
食
材
を
全
国
に

売
り
出
し
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
話
し
ま

し
た
。

　

益
田
啓
光
さ
ん
は
町
内
の
空
き
家
活
用
事

業
の
実
績
か
ら
、
転
居
者
が
希
望
す
る
物
件

や
地
区
を
説
明
し
、
遠
方
の
希
望
者
向
け
に

ぶり奨学金寄付金�寄付者の紹介
　この度「ぶり奨学金基金」に次のかたから、
寄付をいただきました。
　・児島測量設計株式会社
　・株式会社浜畑組
　・株式会社フルタ
　・浜畑弘記

　「ぶり奨学金」は長島の子育てをみんなで支え
る仕組みです。
　ぜひ皆さまにおかれましても、本制度に対する
寄付へのご理解・ご協力をよろしくお願いします。
◎問い合わせ先
　役場地方創生課地方創生係
　☎（86）1101［直通］

み
ん
な
で
料
理

地
方
創
生
の
事
例
発
表

　

9
月
19
日
、
ホ
テ
ル
・
レ
ク
ス
ト

ン
鹿
児
島
（
鹿
児
島
市
）
で
開
催
さ

れ
た
第
１
回
地
域
活
性
化
委
員
会

（
鹿
児
島
県
経
営
者
協
会
主
催
）
で
、

土
井
隆
地
方
創
生
統
括
監
が
登
壇
し

ま
し
た
。

　

土
井
さ
ん
は
「
Ｉ
Ｔ
に
よ
る
地
方

創
生
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
変
え
る
地
域

の
未
来
」と
い
う
テ
ー
マ
で
紹
介
し
、

本
町
が
民
間
事
業
者
と
連
携
し
て
推

進
し
て
い
る
地
方
創
生
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
重
点
的
に
話
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
多
く
の
質
問
が
挙

が
り
、
本
町
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

興
味
を
示
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　

産
地
と
都
市
部
と
の
つ
な
が
り
の
希

薄
化
の
軽
減
」
な
ど
を
担
い
ま
す
。

災
害
の
発
生
時
に
は
「
フ
ー
ド
ト

ラ
ッ
ク
の
機
動
力
や
食
材
の
加
工
、

ス
ト
ッ
ク
機
能
」
や
「
料
理
人
に
よ

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
拠
点
形
成
機
能
」

な
ど
災
害
時
の
食
の
不
安
と
リ
ス
ク

を
軽
減
す
る
こ
と
に
取
り
組
み
ま

す
。

　

協
定
式
で
川
添
町
長
は
「
今
後
、

密
に
連
携
を
取
り
地
域
社
会
形
成
の

一
躍
を
担
っ
て
も
ら
え
れ
ば
」
と
期

待
を
込
め
ま
し
た
。

↑本町の地方創生の事例発表をする土井さん

鹿
児
島
県
経
営
者
協
会

第
５
回
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告
会

↑料理を楽しむ参加者

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
実
践
研
究
で
協
定

↑長島大陸ブリうま食堂と協定を締結した関係者

ゆ
ー
や
食
堂
開
催

　

9
月
17
日
か
ら
18
日
ま
で
、
熊
本

県
立
大
学
総
合
管
理
学
部
の
上

う
え
は
ら
い拂

耕こ
う
せ
い生

教
授
の
ゼ
ミ
生
10
人
が
合
宿
の

た
め
、
長
島
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

上
拂
ゼ
ミ
は
、
平
成
28
年
か
ら
毎

年
、
長
島
町
で
ゼ
ミ
合
宿
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

学
生
ら
は
、
長
島
大
陸
Ｎ
セ
ン

タ
ー
で
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
益

田
啓
光
さ
ん
か
ら
本
町
の
地
方
創
生

の
取
り
組
み
や
協
力
隊
員
に
な
る
ま

で
の
経
緯
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た

り
、
社
会
貢
献
、
社
会
人
基
礎
力
な

ど
を
学
ん
だ
り
し
ま
し
た
。

　

蔵
之
元
で
は
、
地
元
生
産
者
の
か

た
か
ら
生
産
現
場
の
実
情
を
学
び
ま

し
た
。

　

４
年
生
の
森
内
貴
士
さ
ん
は
「
長

島
町
の
先
進
的
な
取
り
組
み
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
て
感
謝
し
て
い
る
」
と

充
実
し
た
様
子
で
し
た
。

本
町
で
ゼ
ミ
合
宿

本
町
の
取
り
組
み
を
学
ぶ

↑地元生産者との交流の様子

↑成果報告する太田さん

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
充
実
を
今
後
の
展
望
と
し

て
話
し
ま
し
た
。

　

隊
員
ら
の
活
動
を
聞
く
た
め
に
参
加
し
た

約
30
人
の
町
民
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
報

告
に
興
味
深
そ
う
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

愛
知
県
か
ら
帰
省
中
だ
っ
た
榊
原
千ち

か
げ景

さ

ん
は
「
長
島
で
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
。
町
外
の

人
に
も
協
力
隊
の
活
動
を
周
知
し
て
長
島
を

盛
り
上
げ
て
欲
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

○地域おこし協力隊が掲げる４つの目標
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子
ど
も
医
療
費
の
窓
口
無
料
化

　

里
親
制
度
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
と
理
解
を

深
め
る
た
め
、
里
親
制
度
説
明
会
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。

○
日
時

　

11
月
９
日
（
金
）

　

午
後
６
時
30
分
～
７
時
30
分

※
説
明
会
終
了
後
、
希
望
者
は
個
別
相
談
が
で

き
ま
す
。

○
場
所　

役
場
３
階
庁
議
室

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
係

　

☎
（
86
）
１
１
４
６
［
直
通
］　

専門家による巡回相談を実施
　町では、身体やこころなどを含めた生活全般の相
談に対応する相談支援事業を、一般相談支援事業所
「あいわの里」に委託して行っています。
　身体のこと、こころのこと、福祉サービスの利用
など生活全般の相談に、社会福祉士や臨床心理士を
はじめとした専門の相談員が対応します。予約は不
要です。どなたでもお気軽にご利用ください。

◎問い合わせ先
　あいわの里　相談部　☎（75）2401
　役場福祉事務所社会福祉係　☎（86）1146［直通］

※上記の時間で、相談員が常駐しています。
※ 12 月以降も順次、地域で開催予定です。
※自宅への訪問依頼や上記時間外での相談も随
時受け付けています。お問い合わせください。

○日時・場所
期　日 時　間 場　所

10 月 23 日（火）
10 時～ 12 時 保健福祉センター

13 時～ 15 時 役場指江庁舎

11 月 13 日（火）
  9 時～ 12 時 獅子島アイランドセンター

13 時～ 15 時 獅子島島内巡回（※要予約）

11 月 27 日（火） 13 時～ 15 時 川床コミュニティセンター

鹿児島県最低賃金は時間額 761 円

鹿児島県最低賃金
（地域別最低賃金）

最 低 賃 金 額
時 間 額 （円） 効 力 発 生 日

761 平成 30 年 10 月１日

　鹿児島県最低賃金が平成 30 年 10 月１日から
時間額 761 円に改正されました。
　これは県下のすべての労働者に適用されます。
　ただし、別に定める特定（産業別）最低賃金の
産業に該当する場合は、当該最低賃金が適用され
ます。

　最低賃金は、臨時、パート、アルバイトなど　
すべての労働者に適用され、使用者は労働者に対
して、最低賃金額以上の賃金を支払わなければな
りません。

◎問い合わせ先
　鹿児島労働局労働基準部賃金室
　☎ 099（223）8278

　

町
で
は
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
た
簡
素
に
し
て
効

率
的
な
町
政
の
実
現
を
推
進
す
る
た
め
、
長
島
町
行
政
改
革
推
進

委
員
会
を
設
置
し
ま
す
。

　

同
委
員
会
は
８
人
で
組
織
し
、
町
長
の
諮
問
に
応
じ
て
行
政
改

革
の
推
進
に
関
す
る
重
要
事
項
を
調
査
審
議
し
、
町
長
に
提
言
を

行
い
ま
す
。

　

こ
の
審
議
な
ど
に
町
民
の
意
見
を
反
映
す
る
た
め
、
委
員
の
一

部
を
広
く
町
民
か
ら
募
集
し
ま
す
。

○
募
集
人
数
＝
３
人

○
応
募
資
格　

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
こ
と

　

①
満
18
歳
以
上
で
、
町
内
に
居
住
し
て
い
る
こ
と

　

②
平
日
に
開
催
す
る
会
議
に
参
加
で
き
る
こ
と

　

③
本
町
の
他
の
付
属
機
関
の
委
員
で
な
い
こ
と

　

④
本
町
の
職
員
、
町
議
会
議
員
で
な
い
こ
と

　

⑤
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と

○
応
募
方
法

　

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
持
参
も
し
く

は
郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
応
募
締
切
＝
11
月
２
日
（
金
）

○
選
考

　

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、応
募
用
紙
な
ど
に
よ
り
選
考
し
ま
す
。

○
応
募
用
紙
の
設
置
お
よ
び
提
出
先

　

・
持
参
の
場
合

　
　

長
島
町
役
場
総
務
課

　
　

指
江
庁
舎
総
合
管
理
課

　

・
郵
送
の
場
合

　
　

〒
８
９
９
｜
１
４
９
８

　
　

鹿
児
島
県
出
水
郡
長
島
町
鷹
巣
１
８
７
５
番
地
１

　
　

長
島
町
役
場
総
務
課

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
課
行
政
係

　

☎
（
86
）
１
１
１
１
［
直
通
］

町行政改革推進委員会委員募集
　

平
成
30
年
10
月
1
日
か
ら
県
内
の
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
未
就

学
児
を
対
象
に
医
療
機
関
で
の
窓
口
負
担
を
な
く
す
制
度
が
始
ま

り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
経
済
的
な
理
由
か
ら
受
診
を
控
え
る
こ
と
に
よ

る
症
状
の
悪
化
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

　

対
象
世
帯
に
は
、
9
月
上
旬
に
申
請
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
の

で
、
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
対
象
者

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
未
就
学
児

○
無
料
に
な
る
医
療
費

　

保
険
が
適
用
と
な
る
入
院
（
食
事
の
費
用
は
除
く
）、通
院
、薬
、

訪
問
看
護
、
柔
道
整
復
施
術
療
養
費

※
保
険
が
適
用
さ
れ
な
い
費
用
（
薬
の
容
器
代
、選
定
療
養
費
（
紹

介
状
な
し
で
大
規
模
な
病
院
（
２
０
０
床
以
上
）
を
受
診
し
た
場

合
に
初
診
料
と
は
別
に
か
か
る
費
用
）
や
、
任
意
の
予
防
接
種
費

用
な
ど
）
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

○
窓
口
無
料
に
な
ら
な
い
場
合

　

医
療
機
関
等
の
窓
口
で
受
給
者
証
の
提
示
が
な
い
場
合
ま
た
は

県
外
の
医
療
機
関
等
を
受
診
し
た
場
合

※
上
記
の
条
件
で
受
診
す
る
と
、
医
療
機
関
で
自
己
負
担
額
を
支

払
い
、
領
収
書
等
を
持
っ
て
役
場
窓
口
で
払
い
戻
し
の
手
続
き
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

○
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

①
申
請
書

　

②
対
象
と
な
る
幼
児
の
保
険
証

　

③
印
鑑

○
提
出
先

　

役
場
福
祉
事
務
所

　

指
江
庁
舎
総
合
管
理
課

福祉事務所だより

「
里
親
」
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す

　

里
親
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
家
族

と
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど
も
を
、
家
族

の
一
員
と
し
て
自
ら
の
家
庭
に
迎
え
、
温
か
い

雰
囲
気
の
中
で
、
愛
情
と
真
心
を
こ
め
て
養
育

し
て
く
だ
さ
る
か
た
の
こ
と
で
す
。

　

養
育
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
の
年
齢
は
０
歳
か

ら
18
歳
、
養
育
期
間
は
数
カ
月
か
ら
数
年
と
さ

ま
ざ
ま
で
す
。

※
現
在
、
県
内
に
は
家
族
と
暮
ら
せ
な
い
子

ど
も
が
約
８
０
０
人
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
約

１
０
０
人
が
里
親
な
ど
の
家
庭
で
、
約
７
０
０

人
が
児
童
養
護
施
設
や
乳
児
院
な
ど
で
生
活
し

て
い
ま
す
。　

○
内
容

　

①
映
像
に
よ
る
紹
介

　

②
概
要
説
明

　

③
個
別
相
談
（
希
望
者
の
み
）

○
定
員
＝
30
名

○
申
込
期
限
＝
11
月
２
日
（
金
）

　

定
員
に
な
り
次
第
、
申
し
込
み
を
締
め
切
り

ま
す
の
で
、
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
申
し
込
み
先

　

役
場
福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
係

　

☎
（
86
）
１
１
４
６
［
直
通
］
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出水地域国産稲ワラ耕畜連携会議で、平成 30 年度産出水地域稲わら基準価格を決定しましたのでお知ら

せします。稲わらは畜産農家にとって大切な粗飼料資源です。できるだけ野焼きをせず、肉用牛農家に販売

もしくは譲渡してください。

平成 30年度産稲わら価格
○掛け干しされた稲わら価格　　作付け面積 10 ㌃当たり　9700 円

○コンバインで切り落とした稲わら価格　　作付け面積 10 ㌃当たり　4800 円

　【規格および条件】
　　①十分に乾燥させ、長期保存に耐えられるもの

　　②車両が隣接可能な場所に集積してあること

　　③雨天の場合、稲わらが濡れないようにビニールシートなどをかけること

稲わらと堆肥を交換する場合の堆肥の量
○ 10アール当たり
　２トン車１台分　

　※堆肥は十分に発酵させた完熟 ( 良質 ) 堆肥とする

　※畜産農家に販売・譲渡する稲わらは野焼きをしないこと
　※上記条件に適合しない場合は、両者で協議の上、

　　決定すること

　

開
花
に
合
わ
せ
て
、
11
月
１
日
か

ら
「
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
リ
ア
の
丘
」
が
通

常
営
業
に
戻
り
ま
す
。

　

約
30
種
類
１
７
０
本
の
ブ
ー
ゲ
ン

ビ
リ
ア
が
赤
・
白
・
ピ
ン
ク
・
紫
な

ど
多
彩
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
来
園
く
だ
さ
い
。

○
開
園
時
間

　

９
時
～
17
時

　

最
終
入
園
は
16
時
30
分

○
休
園
日

　

毎
週
水
曜
日
お
よ
び
年
末
年
始

○
入
園
料

　

小
・
中
・
高
校
生　

２
０
０
円

　

一
般　

４
０
０
円

※
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト

　

小
・
中
・
高
校
生　

５
０
０
円

　

一
般　

１
０
０
０
円

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
景
観
推
進
課
景
観
係

　

☎
（
86
）
１
１
３
６
［
直
通
］　

「
花
の
丘
」
が
営
業
再
開

※廃残農薬類の回収処理料金は、すべて現金扱いになります。
※農薬容器類は、洗浄せずラベルを付けたまま回収できます。
※回収場所へ運搬する際は、事故の無いよう廃液など廃残農薬の取扱に注意してください。
※回収料金は、当日現金徴収とします。（回収処理料金の目安 300 円～ 22,000 円／ kg）
　詳しくは問い合わせください。

回収日 時間 回収場所

11 月 14 日
（水）

9:00 ～
10:00

ＪＡ東事業所馬鈴薯選果場

10:30 ～
11:30

ＪＡ長島事業所馬鈴薯選果場

　出水地域農業用廃プラスチック類適正処理
推進協議会では、廃残農薬類回収を右図のと
おり実施します。
◎問い合わせ先
　役場農林課農政係　☎（88）5670［直通］

農業用廃残農薬類を回収します

◎問い合わせ先　　
　役場農林課畜産係
　☎（88）5670 ［直通］

稲わらは大切な資源です

調
べ
ま
す
！

日
本
の
水
産
業

　

農
林
水
産
省
で
は
、
２
０
１
８
年

11
月
１
日
現
在
で
、「
２
０
１
８
年

漁
業
セ
ン
サ
ス
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

漁
業
セ
ン
サ
ス
は
、
我
が
国
漁
業

の
生
産
構
造
、
就
業
構
造
を
明
ら
か

に
す
る
と
と
も
に
、
漁
村
、
水
産
物

流
通
・
加
工
業
な
ど
の
漁
業
を
と
り

ま
く
実
態
と
変
化
を
総
合
的
に
把
握

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、漁
業
の「
い

ま
」
を
知
る
た
め
の
５
年
に
１
度
の

大
切
な
調
査
で
す
。

　

10
月
中
旬
か
ら
調
査
員
が
漁
業
関

係
者
の
か
た
を
訪
問
し
ま
す
の
で
、

調
査
票
に
漁
業
の
操
業
状
況
な
ど
の

記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
回
答
も
可
能

で
す
。

　
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
企
画
財
政
課
広
報
統
計
係

　

☎
（
86
）
１
１
３
４
［
直
通
］

自衛官募集
　防衛省では、次のとおり自衛官を募集します。

◎問い合わせ先
　役場総務課　☎（86）1111［直通］
　自衛隊鹿児島地方協力本部　薩摩川内出張所　☎ 0996(22)2401

○受験資格、受付期間、試験期日

募集種目 募集人員 応募
資格※２ 受付期間 試験期日

陸上自衛隊
高等工科学校生徒

一　般 約 260 人

15 歳以上
17 歳未満

11 月１日（木）～
平成 31 年１月７日（月）

１次：平成 31 年１月 19 日（土）
２次：２月１日（金）～４日（月）

推　薦 約 60 人 11 月 1 日（木）
～ 11 月 30 日（金）

平成 31 年１月５日（土）～
７日（月）までの間の指定す
る１日

自衛官候補生

男

子
陸：約 5400 人
海：約 1100 人
空：約 1660 人

18 歳以上
27 歳未満

第２次募集 11 月 12 日（月）まで 11 月 24 日（土）

第３次募集 12 月３日（月）～
平成 31 年１月 15 日（火）平成 31 年２月３日（日）

女

子
陸：約 870 人
海：約 200 人
空：約 150 人 第４次募集 平成 31 年１月 21 日（月）

～２月 18 日（月） 平成 31 年３月２日（土）

※１　陸上自衛隊高等工科学校生徒は、自衛官ではありません。
※２　年齢は平成 31 年４月１日現在

平
成
31
年
長
島
町
成
人
式
の
ご
案
内

　

町
で
は
、
平
成
10
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
11
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
か
た
が
対
象
と
な
る
平
成
31
年
長

島
町
成
人
式
を
開
催
し
ま
す
。

○
日
時

　

平
成
31
年
１
月
４
日
（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
20
分

○
場
所

　

長
島
町
文
化
ホ
ー
ル

○
対
象
者

　

・
現
在
町
内
に
住
民
票
を
置
い
て
い
る
か
た

　

・
町
内
の
中
学
校
を
卒
業
し
、
家
族
が
町
内
に
居

　

住
し
て
い
る
か
た

　

・
町
内
の
小
学
校
・
中
学
校
を
卒
業
し
、
成
人
式

　

へ
の
参
加
を
希
望
さ
れ
る
か
た

○
会
費
＝
１
０
０
０
円

※
町
か
ら
記
念
写
真
、記
念
品
の
贈
呈
が
あ
り
ま
す
。

○
案
内
状

　

10
月
初
旬
発
送

※
同
封
の
出
欠
確
認
ハ
ガ
キ
を
11
月
30
日
（
金
）
ま

で
に
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

☎
（
88
）
６
５
０
０
［
直
通
］

↑成人式で旧友と再会（平成 30 年の様子）

↑開花を迎えた色とりどりのブーゲ
ンビリア
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長島町で働ける求人情報！（長島町 × ハローワーク出水）

・就業場所が長島町となっている求人情報を掲載しています。

・募集が終了している場合もありますのでご了承ください。

・応募するにはハローワークからの紹介状が必要となります。

・スペースの都合により、すべてを表示てきていない項目もあります。

　求人の詳細についてはハローワーク出水にお尋ねください。

・求人の掲載についてのお問い合わせは、地方創生課 ０９９６（８６）１１０１まで。

（平成３０年９月 1 日～９月３０日にハローワーク出水で掲載受理された求人です。）

・・・
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長島町で働ける求人情報！（長島町×ハローワーク出水）
（平成３０年９月1日～９月３０日にハローワーク出水で掲載受理された求人です。）
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３
日

５
日

６
日
～
７
日

７
日

９
日

10
日

11
日
～
21
日

14
日

15
日

16
日
～
17
日

18
日

23
日

25
日

26
日

27
日

「
大
陸
ホ
テ
ル
な
が
し
ま
」
拠
点
施
設
整
備

事
業
景
観
整
備
工
事
起
工
式　
　
　
（
指
江
）

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
理
事
会（
出
水
市
）

敬
老
訪
問　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
町
内
）

課
長
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

中
学
校
体
育
大
会
訪
問　
　
（
町
内
中
学
校
）

「
サ
ン
セ
ッ
ト
長
島
」
解
体
工
事
安
全
祈
願
祭

（
指
江
）

長
島
町
９
月
議
会
定
例
会　
　
　
　
（
役
場
）

敬
老
訪
問　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
町
内
）

あ
か
ね
園
敬
老
訪
問
長
寿
祭
り（
あ
か
ね
園
）

敬
老
訪
問　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
町
内
）

「
山
門
野
老
人
ク
ラ
ブ
」
全
国
活
動
表
彰
報
告

（
役
場
）

杉
ノ
段
招
魂
祭　
　
　
　
　
　
　
（
杉
ノ
段
）

国
保
運
営
協
議
会　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

北
薩
地
域
行
政
懇
話
会（

町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

指
江
港
安
全
祈
願
祭　
　
　
　
　
　
（
指
江
）

９月

　材料調達に役立つ木取り図つ
きで、プロセスは組み立て図と
写真でわかりやすく紹介されて
います。

　両親を交通事故でなくしたおっこは
旅館を営むおばあちゃんにひきとられ
ます。そこで、若おかみ修行をはじめ
ることになったおっこですが・・・。

著　

令
丈
ヒ
ロ
子

「
若
お
か
み
は
小
学
生
」

著　
ｔ
ｕ
ｋ
ｕ
ｒ
ｉ
ｂ
ａ

「
女
子
Ｄ
Ｉ
Ｙ
の
教
科
書
」

［
短
歌
］

有
難
や
母
の
味
付
け
受
け
継
ぎ
し
弟
の
嫁
煮
し
め
の
旨
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　
　

貢

艶
や
か
に
見
え
れ
ど
葉
無
き
そ
の
姿
思
い
滾
る
か
曼
殊
沙

華　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

如
月

あ
こ
が
れ
し
白
髪
も
今
は
孫
た
ち
の
運
動
会
に
帽
子
か
ぶ

り
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
仮
屋
辰
子

演
目
を
終
え
た
る
猿
や
木
陰
に
て
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
手
添

え
水
の
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

母
木　

良
平

何
事
も
我
れ
事
な
る
よ
我
れ
成
す
や
頑
張
成
れ
ば
事
納
ま

る
や　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田　

末
則

［
俳
句
］

豆
腐
屋
が
蝉
の
啼
く
中
売
り
に
来
る　
　
　

宗
方　

清
明

天
草
へ
片
脚
伸
ば
し
秋
の
虹　
　
　
　
　
　

淵
脇　
　

護

震
災
の
地
よ
り
コ
ス
モ
ス
咲
き
初
む
る　
　

二
階
堂
妙
子

鶴
来
た
り
展
望
台
の
国
訛
り　
　
　
　
　
　

白
男
川
孝
仁

笙
響
く
招
魂
祭
や
草
相
撲　
　
　
　
　
　
　

脇
田　

武
志

秋
桜
や
雨
に
打
た
れ
し
露
天
風
呂　
　
　
　

関　

佳
代
美

彼
岸
花
燃
え
て
乙
女
の
恋
心　
　
　
　
　
　

二
階
堂
恵
子

命
日
を
知
り
て
群
が
る
赤
と
ん
ぼ　
　
　
　

山
嵜
加
代
子

海
近
き
古
墳
の
森
や
虫
す
だ
く　
　
　
　
　

大
堂　

早
苗

鯊
日
和
流
れ
に
渦
の
黒
の
瀬
戸　
　
　
　
　

坂
口　

静
子

初
盆
を
終
え
て
生
家
に
鍵
か
け
る　
　
　
　

大
堂　

正
弘

美
し
く
徳
重
ね
て
は
敬
老
の
日　
　
　
　
　

肥
後　

広
行

帰
省
子
に
な
つ
か
ず
猫
の
三
代
目　
　
　
　

迫
口　

君
代

　

平
成
30
年
度
秋
季
畜
産
共
進
会
が

９
月
７
日
、
毎
床
家
畜
審
査
場
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

出
品
牛
は
、
町
内
か
ら
27
頭
出
場

し
、
一
部
・
二
部
・
三
部
に
月
齢
ご

と
に
個
体
審
査
と
比
較
審
査
が
行
わ

れ
、
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
賞
に

蔵
之
元
の
門
元
政
文
さ
ん
所
有
牛

「
な
お
こ
号
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

入
賞
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

（
出
品
者
名
で
記
載
）

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
賞 

　

種
牛
二
部
一
席　

門
元
政
文　

◎
種
牛
一
部　
セ
リ
終
了
後
～
12
カ
月

　

最
優
秀
賞

　
　

一
席　

浦
底
初
男

　
　

二
席　

町
田
光
彦

　
　

三
席　

町
口　

光

　
　

四
席　

脇
田　

泉

　
　

五
席　

赤
嵜　

清 

　
　

六
席　

浦
底
初
男

　
　

七
席　

宮
路
健
作　

　

優
秀
賞　

福
山
健
一　

市
尾　

德          

◎
種
牛
二
部　

 

13
カ
月
～
16
カ
月

　

最
優
秀
賞

　
　

一
席　

門
元
政
文

　
　

二
席　

町
口　

光　

　
　

三
席　

浦
底
初
男　

　
　

四
席　
繁
殖
セ
ン
タ
ー　

　
　

五
席　

浦
底
初
男

　
　

六
席　

町
田
光
彦

　
　

七
席　

宮
路
健
作

　
　

八
席　

古
川
修
一　

　

優
秀
賞

　
　

内
田
秋
宏　

丸
橋
幸
治  

　
　

樫
谷　

文　

森
山
秋
美　

　
　
兒
玉
美
津
子

◎
種
牛
三
部
　 

17
カ
月
～
23
カ
月

　

最
優
秀
賞

　
　

一
席　

赤
嵜　

清　

　
　

二
席　

浦
底
初
男

　
　

三
席　

浦
底
初
男

　

優
秀
賞　
　

　
　

池
田
良
廣　

町
口　

光

老
い
わ
れ
行
き
来
に
和
む
彼
岸
花
荒
畑
お
ほ
む
覆
ふ
紅
色

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

ち
江

紅
薔
薇
は
木
々
の
間
を
抜
き
出
で
て
今
朝
も
咲
き
を
り
炎

暑
の
庭
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樫
平　

頼
子

孫
を
追
ひ
水
匂
ふ
こ
と
覚
え
た
り
雨
の
後
な
る
曾
木
の
滝

に
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
尾　

和
子

促
さ
れ
敬
老
の
座
を
た
ち
琴
弾
け
ば
わ
れ
温
か
き
心
満
ち

来
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
之
下
典
子

心
あ
る
人
に
縋
り
し
合
同
歌
集
両
手
に
抱
け
ば
胸
内
篤
し

中
山
タ
マ
エ

敬
老
の
座
に
ゐ
て
わ
が
聞
く
久
々
の
三
味
線
冴
ゆ
る
音
色

に
憩
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
田
美
代
子

昨
日
来
し
黄
蝶
も
今
朝
し
黒
蝶
も
用
あ
る
ご
と
く
池
面
を

め
ぐ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
畑　

松
枝

緊
張
は
高
ま
る
ば
か
り
意
を
決
し
老
人
ホ
ー
ム
で
詩
吟
を

う
た
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
元　

睦
子

　

平
成
30
年
度
出
水
地
区
秋
季
畜
産

共
進
会
が
９
月
14
日
、
出
水
中
央
家

畜
市
場
で
開
催
さ
れ
、
出
水
地
区
内

の
育
成
牛
38
頭
が
３
部
門
に
出
場
し

ま
し
た
。

　

本
町
か
ら
一
部
に
７
頭
、
二
部
に

８
頭
、
三
部
に
３
頭
、
合
計
18
頭
出

場
し
、
最
優
秀
賞
に
多
数
入
賞
し
ま

し
た
。
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
賞

の
「
な
お
こ
号
」
は
平
成
30
年
度
鹿

児
島
県
畜
産
共
進
会
に
出
場
し
ま
す
。

　　

入
賞
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

（
出
品
者
名
で
記
載
）

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
賞   

　

種
牛
二
部
一
席　

門
元
政
文

◎
団
体
賞　

　

優
勝　
　

長
島
事
業
所
生
産
牛
部
会

　

準
優
勝　

東
事
業
所
生
産
牛
部
会 

◎
種
牛
一
部		

　

最
優
秀
賞

　
　

一
席　

浦
底
初
男　

　
　

二
席　

町
口　

光　

　
　

三
席　

町
田
光
彦

　

優
秀
賞　

　
　

浦
底
初
男　

宮
路
健
作		

　
　

赤
嵜　

清　

脇
田　

泉

◎
種
牛
二
部

　

最
優
秀
賞　

　
　

一
席　

門
元
政
文　

　
　

二
席　
繁
殖
セ
ン
タ
ー　

　
　

三
席　

町
口　

光　
　
　
　
　

　
　

四
席　

浦
底
初
男　

　
　

五
席　

町
田
光
彦

　

優
秀
賞　

　
　

古
川
修
一　

宮
路
健
作　
　

　
　

浦
底
初
男

◎
種
牛
三
部　

　

最
優
秀
賞　

　
　

三
席　

赤
嵜　

清　
　

							

　

優
秀
賞　

　
　

浦
底
初
男
（
２
頭
）

長
島
町
秋
季
畜
産
共
進
会

出
水
地
区
秋
季
畜
産
共
進
会

Ｗ
受
賞
、
グ
ラ
ン
プ
リ
は
「
な
お
こ
号
」

↓
門
元
政
文
さ
ん
所
有
な
お
こ
号
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「ハロウィンジャンボ宝くじ」などを発売

　「ハロウィンジャンボ宝くじ」と「ハロ
ウィンジャンボミニ宝くじ」が全国で発売
中です。
　この宝くじは市町村振興を目的としてお
り、収益金は市町村の明るく住みよいまち
づくりに使われます。
○発売期間
　10月 23日（火）まで
○主な当選金
・「ハロウィンジャンボ宝くじ」
　（※発売総額 270 億円、９ユニットの場合）
　１　等　3億円×９本
　前後賞　1億円× 18本
・「ハロウィンジャンボミニ宝くじ」
　（※発売総額 120 億円、４ユニットの場合）
　１　等　3000 万円× 20本
　前後賞　1000 万円× 40本

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　

11
月
９
日
か
ら
15
日
ま
で
の

１
週
間
、
秋
季
全
国
火
災
予
防
運

動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し

や
す
い
時
期
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
火
災
予
防
思
想
の
一
層
の
普

及
を
図
り
、
火
災
の
発
生
を
防
止

し
、
高
齢
者
等
を
中
心
と
す
る
死

者
の
発
生
を
減
少
さ
せ
る
と
と
も

に
、
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を

目
的
と
し
ま
す
。

　

空
気
が
乾
燥
し
、
風
の
強
い
日

が
多
く
な
り
ま
す
の
で
、
火
の
取

扱
い
に
は
十
分
注
意
し
火
災
予
防

に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

○
平
成
30
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語	

「
忘
れ
て
な
い
？　

サ
イ
フ
に
ス

マ
ホ
に　

火
の
確
認
」	

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
久
根
地
区
消
防
組
合

　

☎（
86
）０
１
１
９［
東
分
遣
所
］

　

☎（
88
）５
３
３
３［
長
島
分
遣
所
］

年
末
調
整
説
明
会
を
開
催

　

源
泉
徴
収
義
務
者
を
対
象
と
し

た
「
平
成
30
年
分
給
与
所
得
の
年

末
調
整
説
明
会
」
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

　

対
象
の
か
た
に
は
、
年
末
調
整

説
明
会
の
案
内
状
と
一
緒
に
年
末

調
整
関
係
書
類
を
10
月
末
の
週
に

順
次
発
送
し
ま
す
。

　

説
明
会
出
席
の
際
に
は
、
送
付

さ
れ
た
各
種
用
紙
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

○
日
時
・
場
所

　

・
11
月
21
日
（
水
）

　
　

午
後
２
時
～
４
時

　
　

出
水
市
音
楽
ホ
ー
ル

　

・
11
月
22
日
（
木
）

　
　

午
後
２
時
～
４
時

　
　

阿
久
根
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
税
務
署
法
人
課
税
部
門

　

☎
（
62
）
０
２
０
０

１
万
平
方
㍍
を
超
え
る
土
地

の
取
引
に
は
届
出
を

　

国
土
交
通
省
で
は
、
10
月
を

「
土
地
月
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

１
万
平
方
㍍
を
超
え
る
土
地
取

引
に
は
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ

き
、
契
約
の
日
か
ら
2
週
間
以
内

に
届
出
が
必
要
で
す
。

　

土
地
対
策
の
重
要
性
を
理
解
し
、

適
切
な
土
地
取
引
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
地
域
政
策
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
４
３
８

　

役
場
企
画
財
政
課
広
報
統
計
係

　

☎
（
86
）
１
１
３
４
［
直
通
］

産
業
廃
棄
物
の
排
出
に
は
注

意
を

　
国
産
業
廃
棄
物
税
は
、
循
環
型

社
会
の
形
成
を
目
指
し
て
、
産
業

廃
棄
物
の
な
お
一
層
の
排
出
抑
制

や
減
量
化
、
再
生
利
用
な
ど
を
促

進
す
る
た
め
の
税
で
す
。

○
税
の
概
要

　

産
業
廃
棄
物
を
排
出
さ
れ
る
事

業
者
の
か
た
は
、
最
終
処
分
場
や

焼
却
施
設
に
搬
入
す
る
産
業
廃
棄

物
に
つ
い
て
、
処
理
料
金
の
ほ
か

に
産
業
廃
棄
物
税
を
最
終
処
分
業

者
ま
た
は
焼
却
処
理
業
者
に
支
払

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
最
終
処
分
場
（
１
㌧
あ
た
り
）

　

１
０
０
０
円

○
焼
却
施
設
（
１
㌧
あ
た
り
）

　

８
０
０
円

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
税
務
課
間
税
係

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
２
０
２

10
月
は
軽
油
引
取
税
調
査
協

調
月
間
で
す

　

軽
油
引
取
税
は
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル

自
動
車
（
バ
ス
や
ト
ラ
ッ
ク
な

ど
）
の
燃
料
で
あ
る
軽
油
を
購
入

し
た
と
き
の
代
金
に
含
ま
れ
て
い

る
税
金
で
す
。

　

県
で
は
、
承
認
さ
れ
て
い
な
い

混
和
軽
油
（
い
わ
ゆ
る
不
正
軽

油
）
の
製
造
や
販
売
お
よ
び
消
費

を
防
止
す
る
た
め
、
事
業
所
の
実

態
調
査
や
路
上
で
の
自
動
車
燃
料

の
調
査
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

不
正
軽
油
は
、
脱
税
を
目
的
と

し
て
意
図
的
に
灯
油
や
Ａ
重
油
な

ど
を
混
ぜ
て
い
る
も
の
で
、
そ
の

ま
ま
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
燃
料
と
し
て

使
用
し
た
場
合
は
、
環
境
汚
染
の

原
因
に
も
な
り
ま
す
。

※
調
査
の
際
は
、
皆
さ
ま
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

北
薩
地
域
振
興
局
県
税
課

　

☎
０
９
９
６
（
25
）
５
２
０
５

架
空
請
求
に
は
注
意
を

　
「
訴
訟
最
終
告
知
と
い
う
内
容

の
ハ
ガ
キ
が
届
い
た
が
、
覚
え
が

な
い
」、「
利
用
し
た
覚
え
が
な
い

架
空
の
請
求
を
受
け
て
い
る
が
、

ど
う
し
た
ら
よ
い
か
」
と
い
う
相

談
が
全
国
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

へ
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。	

　

訴
訟
○
○
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
名

乗
り
消
費
料
金
の
件
で
訴
訟
を
開

始
す
る
と
い
う
ハ
ガ
キ
、
有
名
企

業
を
名
乗
り
有
料
動
画
の
未
納
料

金
の
件
で
連
絡
が
必
要
と
い
う

メ
ー
ル
な
ど
が
届
い
た
場
合
は
、

「
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
局
番

な
し
の
１
８
８
）」
を
活
用
し
、

本
当
に
支
払
い
が
必
要
か
ど
う
か

を
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
消
費
者
行
政
推
進
室

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
５
５
３
７

図
柄
入
り
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
交
付

　

鹿
児
島
の
シ
ン
ボ
ル
「
桜
島
」

が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
鹿
児
島
版
図

柄
入
り
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
交

付
が
10
月
１
日
か
ら
開
始
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
機
会
に
地
元
の
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
を
付
け
て
走
っ
て
、
地

域
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
ょ
う
。

○
交
付
手
数
料
＝
８
４
０
０
円

※
１
０
０
０
円
以
上
の
寄
付
を
し

て
い
た
だ
き
ま
す
と
フ
ル
カ
ラ
ー

を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

寄
付
金
は
交
通
改
善
・
観
光
振
興

な
ど
に
資
す
る
取
り
組
み
に
充
て

ら
れ
ま
す
。

　

お
申
し
込
み
に
つ
い
て
は
お
近

く
の
デ
ィ
ー
ラ
ー
・
整
備
工
場
に

ご
相
談
い
た
だ
く
か
、「
図
柄
ナ

ン
バ
ー
申
込
サ
ー
ビ
ス
」
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
交
通
政
策
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
４
５
９

職
場
の
悩
み
あ
り
ま
せ
ん
か

　

職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る

相
談
、
労
働
に
つ
い
て
の
さ
ま
ざ

ま
な
制
度
や
疑
問
な
ど
を
お
受
け

す
る
「
労
働
な
ん
で
も
相
談
会
」

を
実
施
し
ま
す
。

　

労
働
問
題
相
談
員
に
よ
る
無
料

相
談
を
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

予
約
は
不
要
で
す
。

○
日
時

　

11
月
2
日
（
金
）

　

午
後
1
時
～
3
時
30
分

○
場
所

　

北
薩
地
域
振
興
局
２
階
第
４
会
議
室

○
相
談
専
用
電
話

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
３
１
３
８

（
平
日
午
前
9
時
～
12
時
、
午
後

1
時
～
5
時
）

○
メ
ー
ル
相
談
（
随
時
）

　

r-rousei@
pref.kagoshim

a.

lg.jp

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
雇
用
労
政
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
３
０
１
７

鹿
児
島
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
Ｆ
Ｃ

ホ
ー
ム
戦
開
催

　
鹿
児
島
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
Ｆ
Ｃ
の

ホ
ー
ム
戦
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

迫
力
あ
る
戦
い
を
ぜ
ひ
、
会
場

で
ご
観
戦
く
だ
さ
い
。

　

キ
ッ
ク
オ
フ
時
刻
の
前
後
3
時

間
は
、
県
庁
外
来
駐
車
場
が
無
料

開
放
さ
れ
ま
す
。

※
チ
ケ
ッ
ト
の
購
入
方
法
な
ど
詳

し
く
は
、
ク
ラ
ブ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
10
月
20
日
（
土
）

　

午
後
7
時
～

　

グ
ル
ー
ジ
ャ
盛
岡
戦

○
10
月
28
日
（
日
）

　

午
後
1
時
～	

　

カ
タ
ー
レ
富
山
戦

○
11
月
10
日
（
土
）

　

午
後
1
時
～	

　

Ｆ
Ｃ
東
京
Ｕ-

23
戦

○
11
月
25
日
（
日
）

　

午
後
1
時
～	

　

ア
ス
ル
ク
ラ
ロ
沼
津
戦

※
場
所
は
全
て
白
波
ス
タ
ジ
ア
ム

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
Ｆ
Ｃ

　

☎
０
９
９
（
８
１
２
）
６
３
７
０

　

県
庁
観
光
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
３
０
１
０
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↑今後も継続的な短歌制作を誓った長島短歌会の会員

長島短歌会発足 50周年

兒島氏の教えを絶やさず故
　長島短歌会（浜畑松枝会長）は今年で発足 50
周年を迎えました。
　９月 20 日、同会の歌会が太陽の里で行われ、
会員同士で発足 50 周年を祝いました。
　同会は故兒島孝顯氏が発足し、50 年間で１度
も歌会を欠かさず会員同士で切磋琢磨し短歌の制
作に取り組んできました。
　同会は記念として、過去に制作した短歌を後世
に残したい思いから歌集　「十七人の短歌集～移
りゆく長島～」を出版しました。
　浜畑会長は「兒島氏の教えを大切にし、これか
らも短歌を作りたい」と話しました。

↑優勝した母良木Ｂチームの選手

長島町老人クラブグラウンド・ゴルフ大会

気なプレーを披露元
　９月 13 日、長島町老人クラブ連合会（川添康
成会長）による平成 30 年度老人クラブ連合会グ
ラウンド・ゴルフ大会が、川床コミュニティ運動
場で開催されました。
　町内の老人クラブから 34 チーム、約 180 人が
参加し、最高齢は 86 歳でした。
　選手は元気なプレーを披露し、ホールインワンが
多数出るなど、歓声と笑いの絶えない大会でした。
　優勝した母良木Ｂチームと準優勝の唐隈Ｂチー
ムは 10 月 26 日に開催される県大会へ出場します。
　大会結果は次のとおりです。

［優勝］母良木Ｂ［準優勝］唐隈Ｂ［３位］城川内Ｂ

毎床風車公園でキジの放鳥

大
　東猟友会（上田利則会長）は９月４日、毎床風
車公園で繁殖を目的としたキジの放鳥を実施しま
した。
　同会がキジの放鳥を実施するのは約 40 年ぶり
で、19 羽のキジの幼鳥が準備されました。風の
杜こども園の園児たちも参加し、放鳥を見守りま
した。
　園児たちの合図で会員らがキジの入った段ボー
ル箱を開けると、キジは素早く飛び立ち、眼下の
牧場へ向かうとあっという間に見えなくなりまし
た。
　放鳥した濵島大

た い が

海ちゃんは「大きなキジに育っ
てほしい」と笑顔で話しました。

↑段ボール箱の中から勢いよく飛び出すキジ

きなキジに育ってね

各地で小学校運動会

風一過の青空のもと開催台
　10 月初旬、町内の各小学校では運動会が開催
され、児童たちの歓声で賑わいました。
　今年の運動会は当初、９月 30 日に予定されて
いましたが、台風 24 号の影響でそれぞれの小学
校は運動会を延期して開催しました。
　10 月１日に運動会を開催した鷹巣小学校は外
部・PTA 競技を除き、午前中のみの開催となりま
した。
　６年生全員リレーでは、児童と保護者の混合
チームでバトンをつなぎ、小学校最後の運動会を
楽しんだ様子でした。

↑保護者をはじめ、多くの人が見守った相撲大会

杉ノ段招魂祭

没者の慰霊を弔う戦
　明治維新以降の戦争で亡くなられたかたを慰霊
する杉ノ段招魂祭が９月 23 日、杉ノ段招魂墓地
で開催されました。
　遺族ほか団体関係者、消防団員らが参列して、
しめやかに神事が執り行われ、参加者一同で戦没
者のめい福を祈り、平和への誓いを新たにしまし
た。
　その後、招魂墓地下の広場で、小学校対抗の相
撲大会や弓道が奉納されました。
　相撲大会では、どの試合も熱戦が繰り広げられ、
観客席からたくさんの歓声や拍手が送られました。
　優勝した城川内小学校の柏木銀侍君は「練習の
成果が出せた。２連覇も達成できて嬉しい」と喜
びながら話しました。

十五夜行事

んなでついた、美味しいお餅み
　旧暦の８月 15 日にあたる９月 24 日、町内各
地で十五夜行事が行われました。
　子どもたちは各家庭に飾られた供えものをもら
い歩き、暗くなったころ公民館に集合しました。
　当日はあいにくの雨模様で、毎年、相撲を開催
している集落では相撲を中止しましたが、子ども
たちはお菓子の交換をしたり、トランプをしたり
して、楽しいひと時を過ごしました。
　山中集落では、育成会会員が蒸したもち米で、
30 人ほどの子どもたちが餅つきに挑戦しました。
　鷹巣小学校６年生の川添陸斗君は「餅をつくの
は難しかったけど、つきたてのお餅は美味しかっ
た」と満足した様子でした。

↑児童・保護者でバトンをつないだ６年生全員リレー

↑保護者に手助けされ、餅つきに挑戦
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10,526 (-7)

　

次
の
か
た
か
ら
広
報
「
長
島
」

送
付
の
お
礼
と
し
て
、
金
一
封
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

  5,097 (-4)
5,429 (-3)

  4,502 (-2)

平成 30年９月 30 日現在
(　) 内は前月比

▽
敬
老
訪
問
の
取
材
で
、
ご
年
配

の
か
た
を
何
人
か
お
伺
い
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

長
生
き
の
秘
訣
を
お
伺
い
す
る

と
「
好
き
な
も
の
を
食
べ
る
こ

と
」、「
毎
日
、
体
を
動
か
す
こ

と
」、「
ス
ト
レ
ス
を
貯
め
な
い
こ

と
」
な
ど
を
教
え
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

　

私
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
も
の

は
「
感
謝
す
る
こ
と
」
で
「
夫
婦

で
感
謝
し
合
う
こ
と
で
、
毎
日
笑

顔
で
の
び
の
び
と
生
活
で
き
る
」

と
の
こ
と
で
、
人
生
の
先
輩
の
言

葉
を
私
も
心
掛
け
よ
う
と
思
い
ま

し
た
。

▽
敬
老
の
日
を
過
ぎ
た
頃
で
し
た

が
、
祖
母
に
会
っ
て
き
ま
し
た
。

　

89
歳
の
祖
母
は
元
気
で
、
話
す

と
笑
顔
が
絶
え
ま
せ
ん
。

　
「
広
報
長
島
」
も
毎
月
、
読
ん

で
い
て
私
に
ア
ド
バ
イ
ス
も
く
れ

ま
す
。

　

敬
老
祝
い
で
会
い
に
来
た
は
ず

が
、
祖
母
か
ら
元
気
を
貰
い
、
負

け
ず
に
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
（
田
上
徹
）

ツ
ワ
ブ
キ
眺
め
、
み
ん
な
で
歩
こ
う

　

町
で
は
、
ツ
ワ
ブ
キ
の
花
を
眺
め
な

が
ら
、
長
島
を
歩
い
て
楽
し
ん
で
い
た

だ
く
「
第
５
回
長
島
つ
わ
ぶ
き
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
」
を
開
催
し
ま
す
。

○
開
催
日
時

　

11
月
10
日
（
土
）

　

午
前
９
時
40
分
開
会

○
コ
ー
ス

　

町
総
合
町
民
体
育
館
駐
車
場
発
着
の

川
床
で
折
り
返
す
13
㌔
と
赤
崎
で
折
り

返
す
７
㌔
の
２
コ
ー
ス

○
参
加
資
格

　

小
学
生
以
上
で
健
康
な
か
た

○
参
加
料

　

小
・
中
・
高
校
生
（
１
０
０
０
円
）

　

一
般
（
１
５
０
０
円
）

○
申
込
締
切

　

10
月
19
日
（
金
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
景
観
推
進
課
景
観
係

　

☎
（
86
）
１
１
３
６
［
直
通
］

　

ナ
イ
ス
ス
マ
イ
ル
・
う
ぶ
声
・
お
く
や
み
な
ど
は
、

個
人
情
報
保
護
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）

２０１８11

９ １０４ ７ ８

１６ １７１１ １２ １４ １５

２３ ２４１８ １９ ２０ ２１ ２２

２５ ２６

２１

１３

５ ６

10/30 10/31 ３

３０ ３１

10/29

２７ ２８ ２９

10/28
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
◎母子相談（1歳児）
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

文化の日

○平尾診療所 88-2595
○上園医院 73-1055
○福元医院 67-3200
○荘記念病院 82-3113
○太田歯科クリニック 84-4700
□本町薬局 73-3233
□ハート薬局 79-3877
□しもずる薬局 64-2211

○鷹巣診療所 86-0054
○内山病院 73-1551
○整形外科ばばぐちクリニック64-8260
○出水病院 62-0419
○つばさ歯科 62-8519
□長島調剤薬局 64-5555
□本町薬局 73-3233
□フタヤ薬局 67-5253
□会営薬局 64-8280
◇出水総合医療センター67-1611

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ

（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

■燃えるごみ・天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

◎特定健診、胃がん検診
（長島町文化ホール）

□第５回長島つわぶき
ウォーキング（長島町総
合町民体育館駐車場）

□第 13 回長島町総合文
化祭（11 日まで・長島
町文化ホール）

◎特定健診、胃がん検診
（保健福祉センター）

○鷹巣診療所 86-0054
○鶴見医院 73-0553
○しもぞのクリニック 63-8300
○おてき歯科医院 63-0393
□長島調剤薬局 64-5555
□会営薬局阿久根店 72-5060
□五万石薬局 63-8800
◇こどもクリニック永松64-1500

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎３歳６カ月健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

□第 63 回長島一周駅伝
競走大会（指江庁舎前ス
タート）

○長島クリニック88-6405
○しみずこども医院 68-0633
○出水眼科 62-8350
○境田医院 67-2600
○こじま歯科医院 63-4618
□しおかぜ薬局 88-6011
□すくすく薬局 72-5010
□クレモア薬局 63-5401
□エンジェル薬局 65-7637
◇しみずこども医院 68-0633

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ

（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎母子相談（2カ月）
（保健福祉センター）

■燃えるごみ・天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

勤労感謝の日

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
○平尾診療所 88-2595
○いまむらクリニック 73-1700
○中島歯科医院 82-0020
□市民調剤薬局 68-0150
□こがね薬局 64-1132

○鷹巣診療所 86-0054
○門松医院 64-6100
○よう皮ふ科医院 63-1112
○宮薗歯科医院 73-3222
□長島調剤薬局 64-5555
□ゆうゆう薬局 73-2907
□さくら薬局 63-7700
□あすか薬局 63-7322
◇キッズクリニック 63-7707
□第 11 回長島おさかな祭り

（薄井漁港）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
◎幼児歯科検診
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
■びん・有害（獅子島）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

祝日には、国旗を掲げましょう！
● 11 月３ 日は文化の日です。
　文化の日は「自由と平和を愛し、文化をすすめる」ことを趣旨としています。

● 11 月 23 日は勤労感謝の日です。
　勤労感謝の日は「勤労をたっとび、生産を祝い、国民たがいに感謝しあう」
ことを趣旨としています。
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